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運 用 報 告 書（全体版） 
第17期＜決算日2025年９月18日＞ 

 

 

 当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2008年10月１日から無期限です。 

運 用 方 針 

原則として、株式会社コロワイド（以下「コ
ロワイド社」といいます｡）の発行する普通
株式のみに投資を行い、当該株式の値動きを
反映させるとともに、信託財産の成長を目指
して運用を行います。 

主要投資対象 原則として、コロワイド社の発行する普通株
式のみに投資を行います。 

運 用 方 法 

原則として、コロワイド社の発行する普通株
式のみに投資を行い、当該株式の値動きを反
映させるとともに、信託財産の成長を目指し
ます。 
株式の組入比率は高位を維持します。 

組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎期、原則として経費控除後の繰越分を含め
た配当等収益および売買益（評価益を含みま
す｡）等の全額を分配対象額の範囲とし、分
配金額は委託会社が配当等収益等を中心に決
定します。ただし、分配対象収益が少額の場
合には、分配を行わないことがあります。 

 
<運用報告書に関するお問い合わせ先> 

コールセンター：0120-104-694 
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された 
販売会社にお問い合わせください。 

 
 

 

受益者の皆さまへ 
 

毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。 

 
さて、「ファンド・コロワイド〈ＤＣ

年金〉」は、2025年９月18日に第17期
の決算を行いました。ここに、運用経過
等をご報告申し上げます。 

 
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

東京都千代田区丸の内1-8-2 
https://www.am-one.co.jp/ 

 
ファンド・コロワイド〈ＤＣ年金〉 
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■最近５期の運用実績  
決 算 期 

基 準 価 額 コロワイド株価 株 式 
組 入 比 率 

株 式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 （ 分 配 落 ） 税 込 み 

分 配 金 
期 中 
騰 落 率 （参考指数） 期 中 

騰 落 率 
 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

13期(2021年９月21日) 30,917 0 △17.1 35,356.07 △16.7 98.8 － 237 
14期(2022年９月20日) 34,099 0 10.3 39,336.17 11.3 98.9 － 273 
15期(2023年９月19日) 44,312 0 30.0 51,731.95 31.5 98.8 － 372 
16期(2024年９月18日) 30,397 0 △31.4 35,633.78 △31.1 98.8 － 250 
17期(2025年９月18日) 33,482 0 10.1 39,624.86 11.2 98.7 － 285 

（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
（注２） 参考指数（コロワイド株価）は設定日（2008年10月１日）の前営業日の株価を10,000とし、配当（課税前）を再投資したものと仮定して指

数化したものです（以下同じ）。 
（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
 
■当期中の基準価額と市況の推移  

年 月 日 
基 準 価 額 コ ロ ワ イ ド 株 価 株 式 

組 入 比 率 
株 式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

（期 首） 円 ％  ％ ％ ％ 
2024年９月18日 30,397 － 35,633.78 － 98.8 － 

９月末 30,400 0.0 35,644.09 0.0 98.8 － 
10月末 29,734 △2.2 34,881.10 △2.1 98.8 － 
11月末 30,094 △1.0 35,334.77 △0.8 98.8 － 
12月末 29,993 △1.3 35,241.97 △1.1 98.8 － 

2025年１月末 29,986 △1.4 35,262.59 △1.0 98.8 － 
２月末 29,700 △2.3 34,942.96 △1.9 98.8 － 
３月末 30,147 △0.8 35,498.99 △0.4 98.8 － 
４月末 31,515 3.7 37,153.48 4.3 98.8 － 
５月末 31,866 4.8 37,598.12 5.5 98.8 － 
６月末 33,199 9.2 39,221.58 10.1 98.8 － 
７月末 34,257 12.7 40,514.14 13.7 98.9 － 
８月末 34,136 12.3 40,390.06 13.3 98.8 － 

（期 末）       
2025年９月18日 33,482 10.1 39,624.86 11.2 98.7 － 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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■当期の運用経過（2024年９月19日から2025年９月18日まで） 
 
基準価額等の推移 
 

 

 
（注１） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも

のです。 
（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり

ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
（注３） 分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 
（注４） 当ファンドはベンチマークを定めておりません。 

 
基準価額の主な変動要因 

当ファンドの運用方針に従い、コロワイド株式に投資を行った結果、当該銘柄の値動きを反映して基
準価額は上昇しました。 
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投資環境 
国内株式市場は上昇しました。期初から2025年

３月までは、ほぼ横ばいの推移となりました。し
かし、2025年４月初に米国政府による関税政策な
どが嫌気され、急落しました。その後、日米政府
間の交渉が進むなかで、株式市場も徐々に落ち着
きを取り戻しながら値を戻しました。８月から期
末にかけては、米国の早期利下げ期待が高まった
こと、相互関税の不透明感の払拭や企業業績の拡
大期待などを要因として上昇しました。 
 

 
ポートフォリオについて 

当期の運用につきましては、当ファンドの運用方針に従い、コロワイド株式を高位に組入れ、当該銘
柄の値動きを反映した投資成果を目指して運用を行いました。なお、期中の株式組入比率は概ね98％以
上に保ちました。 
 
ベンチマークとの差異について 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基
準価額と参考指数の騰落率の対比です。 
 
 

 
（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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分配金 
当期の収益分配金は、配当等収益等の水準や基準価額の水準などを勘案した結果、分配を見送らせて

いただきました。なお、収益分配に充てなかった収益については、運用の基本方針に基づいて運用を行
います。 
 
■分配原資の内訳（１万口当たり） 

項目 
当期 

2024年９月19日 
～2025年９月18日 

当期分配金（税引前） －円 
対基準価額比率 －％ 

 当期の収益 －円 
 当期の収益以外 －円 
翌期繰越分配対象額 44,342円 

（注１） ｢当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨
てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金 
(税引前)」の額が一致しない場合があります。 

（注２） 当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金 (税引前)｣ 
の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五入して
います。 

（注３） ｢当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控
除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充
当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立
金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。 

（注４） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時
点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額
を超える額の分配金をお支払いすることはありません。 

 
今後の運用方針 

今後の運用につきましても、コロワイド株式を高位に組入れ、当該銘柄の値動きを反映した投資成果
を目指して運用を行います。 
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■１万口当たりの費用明細  

項目 

第17期 

項目の概要 （2024年９月19日 
～2025年９月18日） 
金額 比率 

（a） 信託報酬 258円 0.825％ （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
期中の平均基準価額は31,322円です。 

（投信会社） （ 138） （0.440） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価 

（販売会社） （ 103） （0.330） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価 

（受託会社） （ 17） （0.055） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価 

（b）売買委託手数料 2 0.006 （b）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料 

（株式） （ 2） （0.006）  
（c） その他費用 0 0.001 （c）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

（監査費用） （ 0） （0.001） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 
合計 261 0.832  

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
（注２） 金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 
◆総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.83％です。  

 

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注３）各比率は、年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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■売買及び取引の状況（2024年９月19日から2025年９月18日まで） 
 

株 式 

 買 付 売 付 
株 数 金 額 株 数 金 額 

国
内 

 千株 千円 千株 千円 
上 場 28.1 49,674 24.4 43,801 

 （－） （－）   
（注１）金額は受渡代金です。 
（注２）（ ）内は株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
 

項 目 当 期 
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 93,475千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 262,409千円 
(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 0.35 

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。 
 
■利害関係人との取引状況等（2024年９月19日から2025年９月18日まで） 
 

（1）期中の利害関係人との取引状況 
決 算 期 当 期 

区   分 
      

買付額等 
Ａ 

う ち 利 害 関 係 人 
と の 取 引 状 況 Ｂ 

Ｂ 
Ａ 

 

売付額等 
Ｃ 

う ち 利 害 関 係 人 
と の 取 引 状 況 Ｄ 

Ｄ 
Ｃ 

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株 式 49 4 9.9 43 － － 

 
（2）売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項 目 当 期 
売 買 委 託 手 数 料 総 額 （ Ａ ） 15千円 
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 （ Ｂ ） 0.804千円 

（Ｂ）／（Ａ） 5.2％ 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。 
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■組入資産の明細 
  国内株式 

銘       柄 期首(前期末) 当   期   末 
株   数 株   数 評 価 額 

 千株 千株 千円 
小売業（100.0％)    

コロワイド 143.5 147.2 282,035 

合 計 
 千株 千株 千円 

株 数 ・ 金 額 143.5 147.2 282,035 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ １銘柄 １銘柄 <98.7％> 

（注１）銘柄欄の（ ）内は、期末の国内株式評価額に対する各業種の比率です。 
（注２）合計欄の＜ ＞内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。 
 
■投資信託財産の構成 2025年９月18日現在  

項 目 当 期 末 
評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
株 式 282,035 98.3 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 4,735 1.7 
投 資 信 託 財 産 総 額 286,770 100.0 

 （注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。 
 



 
010_3174953712512.doc 

― 9 ― 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2025年９月18日)現在 

項 目 当 期 末 
(A) 資 産 286,770,747円 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 4,735,547 

株 式（評価額） 282,035,200 

(B) 負 債 1,159,911 
未 払 信 託 報 酬 1,157,807 

そ の 他 未 払 費 用 2,104 

(C) 純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 285,610,836 
元 本 85,303,681 

次 期 繰 越 損 益 金 200,307,155 

(D) 受 益 権 総 口 数 85,303,681口 

１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ）  33,482円 
（注）期首における元本額は82,573,509円、当期中における追加設

定元本額は18,868,322円、同解約元本額は16,138,150円です。 

■損益の状況 
当期 自2024年９月19日 至2025年９月18日 

項 目 当   期 
(A) 配 当 等 収 益 762,121円 

受 取 配 当 金 746,070 
受 取 利 息 16,051 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 26,663,692 
売 買 益 28,865,429 
売 買 損 △2,201,737 

(C) 信 託 報 酬 等 △2,186,190 
(D) 当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 25,239,623 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △23,877,016 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 198,944,548 

(配 当 等 相 当 額) (313,600,831) 
(売 買 損 益 相 当 額) (△114,656,283) 

(G) 合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 200,307,155 
次 期 繰 越 損 益 金（Ｇ） 200,307,155 

追 加 信 託 差 損 益 金 198,944,548 
(配 当 等 相 当 額) (313,600,831) 
(売 買 損 益 相 当 額) (△114,656,283) 
分 配 準 備 積 立 金 64,655,454 
繰 越 損 益 金 △63,292,847 

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注３） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注４）分配金の計算過程 

項       目 当   期 
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 701,345円 
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 
(ｃ) 収 益 調 整 金 313,600,831 
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 63,954,109 
(ｅ) 当 期 分 配 対 象 額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 378,256,285 
(ｆ) １ 万 口 当 た り 当 期 分 配 対 象 額 44,342.32 
(ｇ) 分 配 金 0 
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0 

 
 
■分配金のお知らせ  当期の収益分配金は、配当等収益等の水準や基準価額の水準などを勘案した結果、分配を見送らせていただきま
した。 
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《お知らせ》  約款変更のお知らせ 
■投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、「運用報告書の交付」を「運用状況にかかる情報の提

供」に変更しました。 
（2025年４月１日） 

 
2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面交付
を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を図るととも
に、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉えております。今後
も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまいります。 


